
昭
和
二
十
三
年
四
月
|

|
六
月

て

は

し

が

き

日
本
銀
行
国
庫
周
制
「
政
府
資
A
W・移
動
概
況
」
に
よ
っ
て
木
年
度
第

一
・
四
半
期
中
(
二
十
三

年
四
月
l
同
六
月
〉
に
於
け
ゐ
財
政
資
金
の
対
民
間
現
金
収
支
を
分
析
し
た
結
果
は
大
要
別
紙

第
一
表
〈
昭
和
二
十
三
年
度
第
一

・
四
半
期
中
政
府
資
金
対
民
間
収
支
分
析
表
)
に
示
す
、
通
り
で

あ
る
。
こ
の
分
析
の
意
義
(
乃
至
見
方
)
に
つ
い
て
は
従
来
し
ぱ
1

1
3
述
べ
た
が
、
便
宜
の
た
め

木
表
〔
駐
〕
ご
に
簡
単
に
要
約
し
て
お
い
た
。
又
分
析
方
法
は
従
来
(
前
号
及
前
々
号
)
と
変
り
な

い
が
、
こ
れ
も
同
表
〔世〕
こ
と
し
て
再
録
し
た
。
以
下
例
に
よ
っ
て
本
裁
に
基
き
期
中
財
政
資

金
の
推
移
に
つ
い
て
間
説
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
昭
和
二
十
二
年
度
財
政
資
金
収
支
の
分
析
の
結
果
は
、
木
剥
査
時
報
第
二
号

【昭
和

二
十
二
年
四
月
|
六
月
】
l
第
五
号
【昭
和
二
十
三
年
一
月
l
一ニ
月
】
に
四
半
期
毎
に
分
っ
て
発

袋
し
た
が
、
特
に
第
一

、
第
二

・
四
半
期
分
に
つ
い
て
は
其
の
後
原
資
料
計
数
並
に
作
成
方
法

に
つ
き
若
干
の
異
動
あ
り
、
更
に
分
析
者
の
研
究
不
十
分
も
加
っ
て
第
一
一一
、
第
四
・四
半
期
の
分

析
方
法
と
の
聞
に
多
少
統

一
を
欠
き
、
通
観
に
不
便
を
感
‘
す
る
と
の
要
望
も
あ
る
か
ら
、
今
回

改
め
て
其
の
後
の
確
定
計
数
に
基
き
現
在
の
分
析
方
法
に
よ
っ
て
統
一
再
計
算
の
よ
、
別
表
第

二
柴
(
昭
和
二
十
二
年
度
四
半
期
別
政
府
資
金
対
民
間
収
支
分
析
由
民
)
と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。

二
、
第

一・

四
半
期
中
財
政
収
支
概
観

先
ず
第
一

・
四
半
期
中
に
於
け
る
財
政
収
支
を
通
観
す
れ
ば
、
期
・叩政
府
資
金
対
民
間
税
金

収
支
は
収
入
累
計
千
七
百
億
円
、
支
出
累
計
千
八
百
三
十
五
億
円
、
輩
記
引
支
出
超
過
百
三
十
五

億
円
と
な
る
が
、
こ
の
計
数
中
に
含
ま
れ
る
預
金
部
資
金
収
支
〈支
山
超
過
五
十
三
億
円
)
、
公

募
公
債
代
り
金
収
入
ハ
二
十

一
億
円
〉
、
短
期
証
券
民
間
償
還
額
(
百
十
七
億
円
)
等
の
「
財
政
外

資
金
」
〈
第

一
表
〔
註
こ
の
山
参
照
)
を
除
い
た
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
収
支
尻
と
し
て
は

逆
に
十
四
億
円
の
収
入
超
過
と
な
る
。
之
を
前
年
度
同
期
の
財
政
資
金
支
出
超
過
四
十
六
億
円

(
第
二
表
参
照
)
に
比
す
れ
ば
、
今
期
に
於
け
る
財
政
資
金
均
衡
化
の
事
実
は
顕
著
で
あ
っ
て
、

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

附
和
二
十
一二
年
四
月
l
六
月

最
近
に
於
け
る
イ
ン
フ
レ
l

シ
ヲ
ン
進
行
速
度
停
滞
の
傾
向
と
問
し
合
せ
て
一
応
注
目
す
べ
き

現
象
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
そ
の
資
金
別
(
第
一
表
〔註〕

一
の
凶
参
照
)
収
支
尻
を
見
れ
ば
、
左
の
通
り
消
費
資
金
支
出

超
過
四
億
円
、
事
業
資
金
収
入
超
過
九
十
八
億
円
、
出
資
資
金
八
十
億
円
と
な
る
。

f司、
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-、
正しさ

然
し
な
が
ら
右
の
事
業
資
金
収
支
中
に
は
消
費
資
金
財
源
と
し
て
繰
入
れ
ら
る
べ
き
専
売
益

金
〈
二
百
五
億
円
)
官
含
む
か
ら
、

之
を
消
費
資
金
に
算
入
し
て
再
計
算
す
れ
ば
、
消
費
資
金
の

収
入
超
過
は
突
に
二
百
一

億
円
に
上
り
、
事
業
資
金
は
逆
に
百
七
倍
円
の
支
出
超
過
、
出
資
資

金
八
十
億
円
と
な
る
。
か
〈
て
上
配
の
如
き
期
中
財
政
収
文
の
均
衡
は
祖
税
収
入
、
専
売
推
金

を
大
宗
と
す
る
巨
額
の
実
質
的
消
費
資
金
収
入
趨
過
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

更
に
こ
の
実
質
的
消
費
資
金
の
内
容
を
検
討
す
れ
ば
、
租
税
収
入
、
専
売
益
金
は
夫
々
六
百

十
億
円
、

二
百
五
億
円
と
前
年
度
同
期
の
実
績
の
五
倍
弱
乃
至
三
倍
強
に
達
し
て
い
る
が
、
こ

れ
等
の
収
入
益
金
の
大
部
分
は
前
年
度
分
に
属
し
新
年
度
租
税
収
入
の
如
会
は
予
算
額

(暫
定

予
算
)
の
五
制
程
度
に
過
宮
な
い
。

一
方
支
出
は
期
中
を
泊
じ
て
本
予
算
未
成
虫
に
よ
り
暫
定

予
算
を
以
て
練
廻
し
た
た
め
最
も
緊
要
な
経
費
に
限
ら
れ
、
又
終
戦
処
理
費
の
如
〈
事
務
手
続

上
著
し
ぐ
支
払
の
遅
延
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
全
体
的
に
見
て
支
出
は
可
成
伸
び
悩
み
の
状

態
で
あ
る
〈
な
お
こ
の
支
払
遅
延
に
も
拘
ら
ず
、
期
中
終
戦
処
理
費
支
出
が
依
然
と
し
て
消
費

資
金
中
の
最
大
の
支
出
項
目
た
る
点
に
於
て
は
変
り
な
い
)
。

一
方
専
売
益
金
を
除
〈
実
質
的
事
業
資
金
に
於
て
は
、
食
細
管
理
の
巨
額
の
黒
字
(
百
九
億

円〉

に
も
拘
ら
ず
、
鉄
道
、
通
信
、
貿
易
等
の
赤
字
は
夫
々
百
七
億
円
、

二
十
六
億
円
、
十
八

億
円
見
当
に
上
り
(
第

一
義
〔
註
こ
の
閣
参
照
)、
差
引
上
記
の
如
〈
百
八
億
円
の
支
出
超
過
と

七
，七



資

料

な
っ
て
い
る
。
な
お
出
資
資
金
と
し
て
は
復
金
に
対
し
て
八
十
億
円
の
出
資
が
行
わ
れ
て
い
る

(
そ
の
他
出
資
四
百
万
円
)
。

之
を
要
す
る
に
今
期
財
政
資
金
の
均
衡
化
は
、
巨
額
の
前
年
度
分
租
税
収
入
及
専
売
益
金
受

入
と
、
本
年
度
本
予
算
未
成
立
、
支
出
厳
正
化
の
措
置
等
に
よ
る
一
般
的
支
出
抑
制
を
義
礎
と

し
て
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
著
し
〈
不
安
定
な
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の

矛
盾
は
本
予
算
の
成
立
を
待
っ
て
第
二

・
四
半
則
以
降
特
に
第
三

・
四
半
期
に
於
て
集
中
的
K

現
わ
れ
て
来
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

以
上
の
概
視
に
つ
ど
い
て
、
以
下
各
月
別
財
政
収
支
を
一

般附
し
て
お
〈
。

一
-
一
、
四
月
中
財
政
収
支

当
月
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
は
収
入
支
出
と
も
六
百
三
十
四
億
円
弱
と
ほ
ど
収
支
均
衡
し

た
が
(
正
確
に
言
え
ば
千
九
百
万
円
の
支
出
超
過
〉
、
予
算
に
対
応
す
る
財
政
資
金
の
現
金
収
支

と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
預
金
部
資
金
、
公
募
公
倒
代
り
金
収
入
、
短
期
証
券
(
食
明
証
券
)
対
民

間
償
還
額
等
を
除
い
た
三
十
六
億
円
の
収
入
超
過
と
な
る
。

消
資
資
金
に
於
て
は
祖
税
収
入
は
二
百
九
十
億
円
と
前
月
に
比
し
大
幅
増
加
〈
六
十
六
億
円
)

と
な
る
が
、
当
月
税
収
の
大
部
分
ハ
二
百
五
十
二
位
円
)
は
前
年
度
分
に
属
す
る
。
祖
税
外
収
入

(
四
十
六
億
円
〉
も
ま
た
前
年
度
分
価
椅
差
補
給
金
の
収
納
等
に
よ
り
一一
一
十
二
億
円
の
増
加
を
示

し
た
の
支
出
に
於
て
は
価
格
制
控
費
(
四
十

一
般
円
)
、
終
戦
処
理
費
等
は
前
月
に
比
し
若
干
増

加
し
た
が
、
前
年
度
分
特
定
経
費
の
支
払
則
聞
が
多
少
延
則
さ
れ
た
等
の
こ
と
も
あ
り

一
般
的

に
支
出
伸
び
悩
み
の
状
態
を
示
し
、

f
E
引
八
十
七
総
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。

事
業
資
金
に
於
て
は
鉄
道
迎
信
附
会
計
赤
字
火
々
三
十
九
億
円
、
十
四
億
円
、
専
売
益
金
問

十
二
必
円
等
と
主
製
収
支
は
前
月
と
殆
ど
淀
り
な
〈
、
差
引
に
於
て
三
十
七
億
円
の
支
出
超
過

(
前
月
比
六
拙
円
減
)
と
な
っ
た
。

山
資
資
金
と
し
て
は
復
金
に
対
し
十
五
ほ
円
、
バ
他
間
百
万
円
、
計
十
一4
億
四
百
万
円
の
山

資
が
行
わ
れ
て
い
る
。

目
、
五
月
中
財
政
眼
支

月
中
政
府
資
金
対
民
間
収
支
は
収
入
五
百
十
九
州
地
円
、
支
出
五
百
八
十
一
億
円
、
差
引
支
出
超

二
七
八

過
六
十
二
億
円
と
な
っ
た
が
、
こ
の
う
ふ
り
か
ら
短
期
証
券
(
食
糧
証
券
)
民
間
償
還
額
ハ
凶
十
億

円
)
等
の
財
政
外
資
金
を
除
い
た
財
政
資
金
収
支
と
し
て
は
十
七
億
円
の
支
出
超
過
と
な
る
。

消
費
資
金
中
租
税
収
入
は
百
七
十
九
億
円
と
前
月
比
四
割
見
当
の
減
少
を
示
し、

一
方
支
出

は
地
方
分
与
税
分
与
金
三
十
六
億
円
(
前
月
比
三
十
億
円
増
)
の
他
大
し
て
異
動
な
く
、
終
戦
処

理
費
も
前
月
に
比
し
若
干
減
じ
て
お
り
、
差
引
に
於
て
五
十
六
億
円
の
支
山
超
過
と
な
っ
た
。

事
業
資
金
に
於
て
は
鉄
道
、
通
信
等
の
赤
・
プ
?
の
若
干
の
減
少
(
夫
々
二
十
六
億
円
、
六
億
円
、

前
月
比
十
三
億
円
、
八
億
円
減
〉
、
完
掛
代
金
回
収
に
よ
る
専
売
拡
金
の
増
加
(
六
十
九
低
円
、

前
月
比
一一
十
八
億
円
噌
〉
、
砂
粧
配
給
代
金
回
収
、
支
出
激
減
に
よ
る
食
籾
官
迎
の
巨
額
の
川
知

字
(
五
十
λ
憾
円
、
前
月
比
五
十
一
億
円
増
)
等
に
よ
っ
て
差
引
六
十
四
億
円
の
収
入
趨
過
と
な

っ
た
。な
お
出
資
資
金
と
し
て
は
彼
金
に
対
し
二
十
五
億
円
の
出
資
が
行
わ
れ
た
。

五
、
六
月
中
財
政
収
支

当
月
中
に
於
け
る
政
府
資
金
の
対
民
間
収
支
は
収
入
五
百
四
十
八
億
円
、
支
出
六
百
二
十
一

億
円
と
差
引
文
出
超
過
は
前
月
比
十
一
億
円
桶
の
七
十
三
億
円
と
な
っ
た
。
但
し
一
知
則
証
券

(
食
拙
証
券
〉
の
民
間
償
還
が
五
十
三
億
円
の
巨
額
に
上
っ
た
こ
と
等
の
こ
と
も
あ
り
、
予
算
に

対
応
す
る
財
政
収
支
と
し
て
は
僅
か
に
五
億
円
の
支
出
超
過
に
過
ま
な
い
。

消
貨
資
金
と
し
て
は
祖
税
収
入
(
百
四
十

一
・
悩
円
)
は
前
年
度
分
の
強
行
徴
税
の
終
了
、
並
に

所
得
説
第

一
則
申
告
別
限
の
延
期
等
に
よ
り
引
続
き
減
少
を
示
し
(
前
月
比
三
十
八
億
円
減
)
租

税
外
収
入
(十
八
位
円
)
も
九
億
円
を
減
じ
た
。
支
出
に
於
て
は
終
戦
処
問
、貨
は
支
出
厳
正
化
の

描
世
に
よ
り
仲
び
悩
み
状
態
に
あ
る
が
、
地
方
分
与
税
分
与
金
(
四
十
八
億
円
)
は
若
干
哨
加
し

(
前
月
比
十
二
億
円
増
〉
、
長
引
三
十
五
億
円
の
支
出
超
過
を
示
し
た
。

ψ
業
資
金
に
於
て
は
鉄
道
赤
字
の
結
干
の
増
加
(
四
十
=
山
地
問
、
前
月
比
十
五
脳
内
榊
)
、
食

椀
管
理
品
字
の
減
少
(間
十
四
低
円
、
前
月
比
十
四
位
円
減
)
叫
が
あ
っ
た
が
、
都
児
抗
A
W
は
前

月
分
米
迎
勘
定
の
計
ト
ベ
ピ
ー
ス
先
行
・
以
好
都
を
反
映
し
て
月
中
九
十
四
他
門
と
記
録
的
増
収

を
示
し
(前
月
比
二
十
五
倍
円
増
)
、
長
引
七
十
億
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。

な
お
出
資
資
命
と
し
て
は
担
金
に
対
し
て
四
十
位
円
の
出
資
を
見
た
。
(
前

iII 



間
和
二
十
=
一
年
度

第

一・

四
半
期
中

一
部

一

-

二

十

一
門

一

項

目

別

I
l
l
-
-

一
別

一

一

収

入

一
支

出

一

収

支

付

超

一
収

一

一
租

税

収

入

一

元
、0
0
人一

一

一

一
村

一

租

税

外

収

入

一

回、
実九一

一

一

一
消
財
産
税
等
収
入
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九
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一

-
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共

事
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費

一

一
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七Q
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一

一

一
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価
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整
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一

一
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二
七
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及
労
働
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一

一

ミ
b
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一
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主
J

一

-
資
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方
分
与
税
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与
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一
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-
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一
八
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六
八
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一

計

一

語
、
九
四
五

二
円二
三
一
一
八
、
室
。一

国
有
鉄
道
事
業
一
一
三
一
o
一

六
、
九
四
五
百

一一一
、九百五
一

通

信

事

業

一

二

一
、
=
喜
一
付
一
二
美
一

専

売

局

一

五

五
四O
一

一、
玉
M

一
回
、
一
三
一一

薪

炭

需

給

調

節

一

会

一

回

一

三
一
ニ
八
百
五
O
A

食

糧

管

理

一

九

、

若

八

一

へ
八
七
円
一
七
O
-一一

貿

易

資

金

一

一一、八七
一己一

一三
一室
付
問
。
一
一一

其

他

一

一

品

、

ニ一
元
一

五
、毛
O
一
付
一
一、=一
三

一

話
、
八
室
一

-
一八
、拡一一八一一刊一
一-、
去
よ

資
一

一

一

一

資
一

一

て
き
c
…

…

仙

一

一

回一

一

一

一

一、
五
O
A
H

一、
き
回
一

一

去
、
金
一

去
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四四
一
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一
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七
二
回
一
H
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一
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八
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一
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五
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三
一

五
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一
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訴
訟
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一
付
霊
山
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七
丸
一
一
六
、
九
四
九
一

一
、
出
。
一
村
四
百一
六
一

一一一、
説
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四
一
五
、
七七五
↑

五
、
語
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一
一
円
一
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一一二一

ェ
、九五人
一
付

-
、
高
一一一一

一九、九八八
一

六、
四
一一
昌一

ニ
、
君
。
一

一

-一
き
十
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喜
一

四九、凶O人
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入

一
支

出

一
収
支
付
超

一

大(〕、九八百団

一

一

九
二五八

一

一

一一
、

一

喜

一

一

一

五、
一
一一品

七
、七ニ込

↑

-一、凶七七
一

一

九、
0
50

一

-

史、ニ
o
j

付
四
八
、
霊
九
一

七
一-河
川
凶
|
川
|い
一一
一一一一

五、
一=Z
H
一
。
、七四
五
…

ェ
、宅
二
付
ニ
、
妻
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一

ェ
、九四五一

z
o、軍一一
宍
一

回
、
一誕
二
村

九
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一

一-o、穴
(
VU

一
一
一
o、人
七ニ
一

一五、
9
-Q

H

-
、八一
一八一

三
、O
Q
一
付
玉
、
吾
三

七
六
、
…
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一
一
一
O
一
九
、
七
七
八
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、
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(単
位

二
七
九

百
万
円
〉;1言!去



-一、

問

。

七

一

一

五、一一七四
十

一

一

二

、

六

七

九

一

一

一

=一、
五
回
九
一

昔、一=一一
一
刊

百

六

天

二

回

、

二

三

一

ニ

、

量

一

九
、
吉
一
回
石
三
八
九
一
一
。
、
完
五
一
一
一
五
五
回
一
λ
一
付
一
回
、
金
一
一

一

百
一
二
一
一
三
=
一
、
=一七

4
H

i

-

-
、
入

九

ム

一

回

、

喜

一

一

一

一

、

O
七
凶
一
付
七
、
-
一
人
-
一
七
O
、
O
附八
一

八
三
、
重

i
H
一吉一、四八
一一一

未

伊

ゆ

が

加

盤

一
付

百

一

、

七

五

八

一

…

一
例

一
四
-一一一

村

ニ

、九
一三

一

例

喜

一

一

H

2

2
一
判

長

政

府

資

金

再

計

一

去

、

五
九
八
一
三
一
、
毛

J
H
一-一
、
七
七
七
一
挙
一
、
O
悠一
一

六、

2

3

2
一、
八
六
一
一
さ
一、
き
八
一

2
0、六四
七
一

一

六
一
言
。
一一

一八
三
、
九
六

L
H
一
一
。
、
回
答
一

ー

ー一
、
本
炎
は
日
木
銀
行
に
於
け
る
政
府
当
肱
明
則
金
受
払
中
よ
り
対
日
木
銀
行
収
文
及
閃
陣
内
仰
の
綬
替
収
支
を
除
い
た
政
府
流
会
対
応
附
税
金
収
支
の
内
務
を
分
析
せ
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
資
金
収
支
の
般
的
刊
は
悶
の
財
政
治
則
聞
に
あ
り
、

n公
州
制

門火山剛山中
M
-副島官
、
食
総
統
券
、
山
加
山
此
読
券
を
含
む
〉
及
政
府
仙
川
入
金
(
一
時
附
入
金
を
含
む
〉
が
品
川
ど
全
部
日
本
銀
行
の
引
受
貸
上
と
な
る
現
状
に
於
て
は
、
本
山
由
政
府
資
金
収
支
尻
は
一
-M
N
悶
の
財
政
資
金
収
支
尻
、

川
叩
ち
所
削
川
財
政
泌
字
ハ
公
似
品
川

入
金
)
又
は
黒
字
を
申
到
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ω
但
し
玲
・
怖
に
予
終
に
刻
応
ず
る
財
政
資
金
収
支
を
鉱
山
す
る
た
め
に
は
、
川
先
ず
島
使
・
貯
金
収
支
及
什
刊
の
迩
川
等
の
預
金
部
資
金
収
支
は
政
府
の
金
治
的
動
に
基
く
も
の
で
あ
っ
℃
財
政
資
金
と
は
見
扱
い
か
ら
之
を
除
〈
こ
と
を
裂
し
、
帥

鉄
道
、
通
信
即
時
富
栄
公
的
の
公
銭
円
二
十
=
作
九
月
よ
り
災
貌
〉
代
り
金
も
当
倣
官
業
に
於
け
る
同
士
引
の
収
入
と
は
山
内
り
財
政
資
金
亦
字
の
補
綴
方
法
を
示
す
に
池
宮
な
い
か
ら
之
ま
た
別
除
す
る
を
使
立
と
し
、
川
門
出
足
に
白
木
総
行
引
受
後
民
間

に
消
化
さ
れ
た
大
版
省
託
券
、
食
糧
証
券
等
鋭
別
町
券
の
対
民
間
償
還
紙
は
若
干
の
時
間
的
ず
れ
を
別
と
す
れ
ば
、
財
政
収
支
と
し
て
は
辺
被
す
る
を
以
て
財
政
支
出
中
よ
り
除
外
す
る
を
妥
当
と
す
る
(
以
上
木
市町
同
「財
殴
外
資
金
』
〉
。

ω
右
の
「
財
政
外
資
金
』を
除
い
た
も
の
(「
財
政
資
金
」
〉
を
ば
、
水
分
析
に
於
て
は
国
民
総
済
的
観
点
特
に
財
政
収
支
の
イ
Y

7
レ
I
シ
ヨ
ン
に
及
す
彫
絡
を
究
明
せ
ん
と
「
る
見
地
よ
り

H
消
白
資
金
、
付
事
業
資
金
、
向
山
氏
資
金
の
三
つ
に

分
鎖
し
た
。
な
お
現
徐
上
rrw怖
で
な
い
が
、
付
、
同
合
計
は
大
体

-
般
会
計
、
同
は
特
別
会
引
の
夫
々
現
金
収
支
に
相
当
す
る
と
老
え
て
大
沿
あ
る
ま
い
。

ω
本
炎
は
岡
山
州
内
部
の
奴
衿
収
支
を
除
い

τあ
り
、
且
一

m凶
年
波
収
文
が
交
鍛
し
て
い
る
か
ら
個
々
の
柄
引
目
が
予
算
卜
一の
計
数
と
法
子
符
合
し
な
い
の
は
勿
諭
で
あ
る
(
前
者
に
よ
る
も
の
は
帥
刊
に
食
紙
管
理
会
計
と
貿
易
託
金
勘
定
、
終
戦

処
理
知
と
鉄
道
、
吋
組
問
会
計
簿
に
於
て
お
し
い
)
。
な
お
副
司
訟
の
悶
州
制
度
の
下
に
於
て
は
鉄
辺
、
過
日
前
会
計
収
支
は
正
時
附
に
U
水
銀
行
に
於
け
る
政
府
当
防
脱
会
受
払
に
反
映
し
な
い
建
前
と
な
っ
て
お
り
、
僅
か
に
問
団
託
金
制
度
に
よ
っ

て
は
ピ
そ
の
収
支
況
を
犯
似
し
仰
る
に
m
m
ぎ
な
い
(
似
し
こ
れ
で
も
通
信
会
計
は
不
十
分
)
。

工
、
本
来
は
日
本
銀
行
自
州
問
制
「政
府
資
合
穆
動
概
況
』、
特
に
そ
の
中
の
「
民
間
関
係
収
文
内
訳
』
に
依
っ
て
作
成
し
た
が
、
と
れ
に
刻
し

τ凡
そ
な
の
如
き
舵
定
乃
・ゃ
一
徹
作
を
加
え
た
。

ω
水
炎
側
「
制
附
〈
点
加
資
金
」
収
支
は
小
幅
「
民
間
関
係
収
支
内
訳
」
中
の
「
制
川
合
部
収
支
」
に
よ
ら
ず
、
問
じ
資
料
の
「
級
金
的
収
文
内
沢
」
よ
り
邸
便
貯
金
受
払
(
獅
便
貯
金
増
減
似
で
あ
る
が
、
災
阪
の
消
滅
と
は
初
一
十
の
附
間
的
ず
れ
が
あ
る
υ
と
バ
他

対
口
出
制
収
文
(
貸
付
金
、
加
制
作
金
、
供
託
金
等
)
の
合
計
相
聞
を
と
り
、
児
に
「
民
州
関
係
収
支
内
訳
」
中
「
山
納
花
火
制
州
知
仙
〈
市
一」
支
山
川
の
半
側
聞
を
邸
似
同
川
交
換
汎
決
済
金
と
椛
・泌
し
て
之
を
お
の
収
支
合
計
級
双
方
に
加
え
て
鈴
山
し
た
。

仰
阪
資
料
(
「
民
間
関
係
収
文
内
訳
」
)
巾
「
似
合
印
」、
「
山
仙
制
作
山
A
m
m
託
金
』収
文
般
に
「邸
側
臥
凶
何
泊
組
金
阿
賀
会
以
山
」
の
一-一緒
受
払
合
計
紙
よ
り
、
前
記
山
の
矧
A
M
部
資
金
収
支
を
話
引
い
た
妓
酬
酬
は
、
れ
の
八

O
%を
本
裁
判
の
「什
川
他
」
に
(大

叫
附
分
泊
附
刷
市
中
業
収
文
と
凹
凡
ら
れ
る
)
、
こ
O
%
を
何
の
「
什
川
他
」
に
加
え
た
。

ω
以
資
料
『
什
ハ
他
」
は
全
州
酬
を
本
来
H
の
「
以
他
」
に
算
入
し
た
。
尚
終
戦
処
刑
引
刷
μ
支
州
は
似
-auHの
「
以
他
」
支
出
制
酬
に
合
算
し
て
あ
る
。

川
中
京
巡
勘
定
刻
犯
は
日
本
似
行
パ
ラ

y
z
y
l
卜
に
よ
り
、
本
文
山
政
府
川
問
定
及
悶
仰
送
会
似
内
比
〔
後
者
は
悶
州
制
民
改
正
似
た
る
二
十
二
年
十
一
月
以
内
問
よ
り
〉
を
併
せ
考
胤
し
た
。
犯
し
ご
十
=
一年
六
月
よ
り
交
的
問
山
金
川
総
付
特
制
が
尖

泊
さ
れ
た
か
ら
前
者
の
山
出
向
は
間
以
川
町
刊
に
よ
る
も
の
を
的

B
品
川
ど
無
税
し
得
る
出
数
と
な
っ
た
。

附

和

二

十

二

年

度
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